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～ しんよう祭 WEEKSを終えて ～ 
 「しんよう祭WEEKS（文化祭）」を１１月２日(木)まで開催しました。各学部、寄宿舎がそれぞれの特色

をいかした展示を行い、子供たちの豊かな想像力を感じる期間となりました。また、今年度は共同作品制作

という新たな試みにも挑戦しました。全校児童生徒が協力して制作した作品はいかがだったでしょうか。 

多くの皆様からご参観いただき誠にありがとうございました。今回はその様子をご紹介します。 

しんよう祭展示 ～想像力あふれた作品の数々～ 

今年度は、折り染めを大きなビニールシートに貼る共

同作品を全校のみんなで作りました。折り染め作りでは、

自分の好きな色や形を選んで、同じ物は一つもない個性

あふれる様々な作品ができ上がりました。小さく折って

染めた紙を開いた時の子供たちは、笑顔だったり、びっ

くりしたりと色々な表情を見せてくれました。大きなビ

ニールシートに貼る活動は、感染対策を行いながら、小・

中・高が縦割りグループになって行いました。自己紹介

をした後、みんなで完成することができました。 

 

しんよう祭 WEEKS 中、体育館は子供たちの想像力あふれた作品で彩られたギャラリーとなりま

した。小学部の展示は、子供たちの純粋無垢な思いをストレートに表現した作品が並べられ、それぞ

れの作品から力強さを感じました。中学部の展示は、配色が工夫され、子供たちが作品に込めた思い

が伝わってくる作品が多かったのが印象的でした。高等部の展示には、高い表現力で制作された作

品が並べられました。また、日頃の学習の成果をしっかりとまとめ、これまでの活動の様子や子供た

ちの努力が伝わる展示となりました。 

小学部展示 中学部展示 高等部展示 

【スマート生活体験見学会】 
 

 寄宿舎でスマート生活体験見学会

を行いました。児童生徒が自分で家電

を操作して“自分でできる”体験をしま

した。保護者や福祉施設の方からは、

IoT機器の使い方の工夫などの相談も

ありました。 

機器の増設も予定しています。 
【児童生徒の見学の様子】 【タブレットで家電を操作】 



                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【 作品を鑑賞された保護者・関係の皆様からの声より 】 

・それぞれの子供たちが楽しみながら一生懸命作ったことが映像と作品から伝わりました。  

・作品から元気をもらいました。 

・気持ちがこもった作品を見させていただき、ありがとうございました。  

・とても時間をかけて作品を作ったのですね。丁寧で、子供たちの思いが伝わってきました。 

・細かい作品作り、色使い等、個性と思いを感じました。  

・共同作品、とてもすばらしかったです。 

・小中高、寄宿舎、それぞれのよさが出ていました。 

１月９日（火）通常登校 ※８：３０開舎      【下校調整】（小）１３：２５ 

      学級活動  ９：０５～ ９：５０        （中）１３：３５ 

      始業式  １０：００～１０：１５        （高）１３：４５ 

      ※始業式終了後は学級の時間 

      給 食 

                           

  

小学部は例年大形小学校４年生との交流を行っていま

す。今年度も昨年度に引き続き、子供たちの作品を交流す

る活動を予定しています。大形小学校の作品は 11 月 21 日

(火)から 11 月 27 日(月)まで展示させてもらう予定です。 

また、中学部は現在、大形中学校との作品交流を行って

います。交流期間は 11 月７日(火)から 11 月 17 日(金)

で、作品の交流は今回が初めての試みです。同じ地域の学

校に通う子供たちが、作品の交流等を通して互いに刺激を

受け合うことは貴重な経験となります。今後もつながりを 

もち続けられることを期待しています。 

 自立活動 ～今年度の活動紹介～ 

大形小学校・大形中学校 作品交流 

自立活動の身体の学習をグループで行う「グループセッション」

を実施してきて４年目となりました。今年度のグループセッション

では、児童生徒がそれぞれの課題に向かって身体を緩めたり、身体

を動かそうと力を入れたりする姿が多く見られてきました。また、

昨年度までは、動画を見ながら実施してきた活動も、今年度は自立

活動の担当職員がグループセッションに入り、より細かな身体の緩

めや動かし方を職員と確認しながら行う時間も設けました。さら

に、職員研修で「自立活動カンファレンス」として、それぞれの児

童生徒の身体の様子から日々の身体の学習の支援方法について話

し合いを行う時間を設定し、研鑽を積んでいます。この他にも、外

部専門家の阿部先生、粟生田先生からもアドバイスをいただき、さ

らに専門性を高めています。ご家庭でも、お子様の身体の動きをご

覧になっていただき、話題にしていただければと思います。 

 


